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　本研究センターの運営は，2021年度から自然科学と社会科学の多岐に渡る研究分野のテーマに取り組む研究機

関として新体制を組んで行ってきた．図らずもコロナ禍による足止めが一時的に活動の停滞を招いたが，その移動制

限が解除されたことから，安心・安全な体制を引き続き整え，研究活動や研究所稼働状況の回復に向けて機関の運

営と諸活動に取り組み，2023年度の目標を「研究活動や研究所稼働状況をコロナ前の状態まで徐々に復活させる」

こととした．

　運営方針として，沖縄県，竹富町，石垣市等の行政，および他大学・研究機関との連携を念頭に置き，国境離島と

しての意義，機能に関する調査研究等の活動を図ることで東アジアの安定に寄与する．特に本学と連携協定を結ぶ

竹富町との協力・連携に重点を置くとともに，地元島民や網取地区の旧住民との共同活動を重んじ，地域における当

センターの認知度と貢献度向上を目指す．更に，船舶のみの移動手段しかない網取地区での管理・研究活動の安全

性向上や地域への貢献に通ずるヘリコプター発着の可能性を模索し，リスクの軽減を目指す．

　研究では，厳しい自然環境の西表島にあり相当の維持費が必要な中，予算規模に応じた成果を生み出すことを考

慮し，今年度より研究プロジェクトを3テーマに増やしている．各プロジェクト研究はいずれも他に類のないものであ

り先端性や発展性を有する．併せて，卒業研究や実習，学内の学生・生徒の受入を積極的に取り組み若手研究人材

の育成に応えた未来志向の調査・研究・実習等の教育活動を目指す．

2023年度　沖縄地域研究センターの運営方針・目標
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　本論文では，西表島にのみ生息する同島固有
の希少な淡水性甲殻類であるショキタテナガエビ
Macrobrachium shokitai  Fujino & Baba 1973（十脚
目：テナガエビ科）の遺伝的多様性を明らかにし，その
結果をもとに保全に関して提言を行った．
　ショキタテナガエビは西表島にある約40本の河川
のうち13河川の中流～源流において生息が確認され
ている（諸喜田 1975; 1979; 井上ら 2020; Doi et al. 
2020）．本種の幼生期は川岸で底生生活を送る2齢の
ゾエアと１齢のメガロパからなり，ふ化後50～58時間
で稚エビに変態する（諸喜田 1978）．浮遊幼生期が
省略される本種は，個体の移動分散が限られることか
ら，集団間で遺伝的分化が進んでいる可能性が高い．
加えて，生息地が狭い範囲に限定されることから，各
地域集団のサイズは小さく遺伝的多様性に乏しいと予
想される．西表島の河川上流域における代表的な生物
である本種の遺伝情報を明らかにすることは，本種お
よび同島の環境の保全を図る上で重要である．そこで，
本研究では，西表島の河川でショキタテナガエビを採
集し，遺伝的集団構造および遺伝的多様性を調べた．
　西表島の9水系10河川（水落川，仲良川，アダナデ
川，浦内川，マーレ川，ヒナイ川，大見謝川，ユチン川，
ホーラ川，ニシフナツキ川）の1～3地点の計19地点に
おいて2020年，2021年に274個体のショキタテナガエ
ビを採集した．滝がある河川の一部では，滝の上下に
採集地点を設けた（図１）．本種の捕獲と入山につい
て，環境省および林野庁から許可を得た．標本のミト
コンドリアDNA (mtDNA) Cytochrome c oxidase 
subunit I (COI)遺伝子の部分塩基配列を決定し，遺
伝的集団構造および多様性について解析を行った．

図1. ショキタテナガエビの採集河川および地点.

　mt DNA COI領域の609 bpの塩基配列を決定し
た結果，計33のハプロタイプ（ミトコンドリアの遺伝子
型）が確認された．各ハプロタイプの塩基配列をもと
に，近隣結合樹およびハプロタイプネットワークを作成
したところ，島の西部に位置する水落川とアダナデ川，
南部，中央部，北部の5つの地理的グループ（系統）が
検出された（図２）．同一河川 内に系統の混在は認め
られなかった．各河川に独自のハプロタイプがみられ，
河川間で共有されたハプロタイプはごく一部であった．
遺伝的多様性の指標であるハプロタイプ多様度と塩
基多様度は，島内最長の浦内川の0.84，0.30 %が最も
高かった．北東部の河川（ヒナイ川，大見謝川，ユチン
川）では複数のハプロタイプが検出されたが，その他
の河川では1または2個しか検出されず，遺伝的多様度
は総じて低かった．過去に大陸の河川と直接繋がって
いた浦内川に祖先的集団が維持され，水落川とアダナ
デ川を除いた河川では，浦内川集団からの移動分散
が示唆れた．遺伝的多様性が低い互いに均質な個体

Genetic structure and diversity of the island-endemic freshwater prawn Macrobrachium 
shokitai  Fujino & Baba, 1973 (Decapoda: Caridea: Palaemonidae) on Iriomote Island, 

Ryukyu Archipelago, southern Japan

Wataru DOI1），Kenji NOHARA2），Hiroyuki INOUE3,4），Hiroyoshi KOHNO3,4）
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3）Okinawa Regional Research Center，Tokai University，4）Island Ecosystem Research
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が各河川内にみられたが，多くのハプロタイプは河川ご
とに固有であった．本種の遺伝的集団構造は，小さな
地理的スケールで明確に特徴づけられており，異なる
ハプロタイプの個体が，数キロメートルしか離れていな
い河川でそれぞれ独自の集団を形成していた．そのた
め，他の河川に個体を移動させることについては，慎重

になるべきである（Storfer, 1999）．西表島北部の河川
では，過剰なエコツーリズムによる河川生態系の破壊
が懸念されている（Okuda, 2007）．減少した個体群を
補充する目的であっても，異なる系統の個体を別の河
川に放流することは避けるべきであることが本論文に
より明確に示された．

図2. �mtDNAのCOI領域の塩基配列に基づくハプロタイプネットワーク図．円の色と大きさは採集河と標本数を示す．
破線の楕円は地理的グループを示す．
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研究活動

1．研究プロジェクト

1-1．コアプロジェクト

　2023年度沖縄地域研究センターでは，以下の研究
課題が「沖縄地域研究センターコアプロジェクト研
究」として実施された．

1-1-1．研究課題

〔2021-コアPJ〕海洋の多目的利用に関する調査研究
プロジェクトリーダー：山田吉彦　（海洋学部 教授）

研究組織

〔分担者〕 〔所属・身分〕 〔役割分担〕

山田吉彦 海洋学部・教授 総括

斉藤雅樹 人文学部・教授 地域連携

内田晴久 教養学部・教授 人間環境

川崎一平 人文学部・教授 地域文学

脇田和美 海洋学部・教授 海洋利用

渡辺友美 海洋学部・特任講師 海洋教育

伊藤芳英 沖縄地域研究センター
事務長・技師 調査支援

研究目的

　沖縄地域研究センターのある西表島は，自然環境
が陸域，海域ともに豊かに残り，かつ，沖縄，八重山諸
島の歴史と文化を伝承する貴重な研究フィールドであ
る．この研究材料を文系，理系，それぞれが研究した
成果を連携することにより，新たな視点から海洋問題
の研究フィールドを深め，海洋自然保全施策のみなら
ず，離島振興策の提言を目指す．特に沖縄県及び竹富
町，石垣市との関係を強化し，地域と本研究センター
の連携による地域の海洋政策の提言を行い，地域の
人々の生活の向上と自然環境の共生を目的とする．

1-2．個別研究プロジェクト

　2023年度沖縄地域研究センターでは，以下の研究
課題が「沖縄地域研究センター個別研究プロジェク
ト」として実施された．

1-2-1．研究課題

〔2021-001〕八重山地方におけるSDGｓ14に関する海
洋環境施策に関する調査
プロジェクトリーダー：中村雅子（海洋学部・准教授）

研究組織

〔分担者〕 〔所属・身分〕 〔役割分担〕

中村雅子 海洋学部・准教授 総括・
サンゴ礁調査

馬塲久紀 海洋学部・准教授 地質・地形調
査

廣瀬慎美子 海洋学部・准教授 底生生物調査

武藤文人 海洋学部・教授 魚類調査

野原健司 海洋学部・准教授 生物調査

村上智一 防災科学技術研究所・
主任研究員

海洋物理・
サンゴ礁調査

伊藤芳英 沖縄地域研究センター
事務長・技師 調査支援

研究目的

　西表島を含む八重山地域には，豊富な自然が残さ
れている．これら多様な生物を自然資源ととらえ調
査研究を通じて，その重要性と価値の再発見を促し，
持続的な利用方法の考案と地域貢献を行うことで，
SDGs達成への活動強化と研究事例の紹介を目指す．
また，生物・生態調査や地域社会調査ならびにワー
ケーションの可能性評価に関する研究に積極的に学
生の参加を促し，教育に貢献するとともに，国際的発
信を通じて，大学のプレゼンス強化をはかる．

1-2-2．研究課題

〔2023-001〕国立公園内における建築・構造物に関す
る調査研究
プロジェクトリーダー：斉藤雅樹（人文学部・教授，沖
縄地域研究センター・所長）

研究組織

〔分担者〕 〔所属・身分〕 〔役割分担〕

斉藤雅樹 人文学部・教授 総括

仁木将人 海洋学部・教授 海洋調査

竹内真一 海洋学部・教授 沿岸環境

伊達重行 建築都市学部・教授 建材の塩害
耐久性調査

渡部憲 建築都市学部 社会基盤建築
構造，材料

伊藤是清 文理融合学部 社会基盤土木
材料，施工

渡邉晋也 施工技術総合研究所・
副主幹

建材の塩害
耐久性調査

伊藤芳英 沖縄地域研究センター
事務長・技師 調査支援



─ 8 ─

研究目的

　この調査研究では，自然環境への配慮が特に重要
な国立公園内における建築・構造物の設置・運営にお
いて，以下の３点すなわち，⑴ロールモデルと位置付け
る豊後高田・長崎鼻の新設宿泊施設の基本構想を検
討する，⑵循環型社会実現に向けコーヒー豆を原料と
する水質浄化や環境保全用材料の開発に着手して展
示水槽による公開実験を行う，⑶コンクリート，鋼板，
塗料など土木材料の飛来塩分，高温多湿環境，紫外
線への長期間暴露による腐食・劣化など各種材料の
耐久性に関する研究について実施する．

研究業績

　沖縄地域研究センターの研究所員・研究員による学
術研究および，当研究センターを利用して実施された
研究活動のうち 2023年度に公表された業績を記す．

2．論文業績

2-1．論文・書籍・報告書等の著作（邦文8報 英文2報）

⑴ �中村雅子，小泉莉沙，朝倉一哉，佐伯有紀奈．
（2023）：分布北限域における有性生殖を利用し
たエダミドリイシAcropora pruinosaの増殖．日本
ベントス学会誌，78⑴，13-21，査読あり，
https://doi.org/10.5179/benthos.78.13

⑵ �二村昌樹，山本剛士，村上智一，下川信也，川崎浩
司，西表島網取湾における台風来襲時の流速鉛直
分布の再現解析，土木学会論文集，2023，79巻，
17号，査読有り，
https://doi.org/10.2208/jscejj.23-17052

⑶ �村上智一，小林雄生，伊藤芳英，下川信也，杉原
薫，山田吉彦，種同定に基づく2022年西表島網取
湾の礁斜面40mまでのサンゴ被度および白化評
価，土木学会論文集，2023，79巻，18号，査読有り，
https://doi.org/10.2208/jscejj.23-18047

⑷ �Shinya Shimokawa，Tomokazu Murakami， 
Hiroyoshi Kohno，Coral distribution and 
diversity in Sakiyamawan–Amitoriwan nature 
conservation area of Iriomote Island in Japan，
Geoscience Letters，2023，Vol．10⑴，査読有り，
https://doi.org/10.1186/s40562-023-00263-0

⑸ �Grinblat M，Eyal-Shaham L，Eyal G，Ben-Zvi 
O，Harii S，Morita M，Sakai K，Hirose M，
Miller DJ，Loya Y，Energy allocation trade-offs 

as a function of age in fungiid corals．Frontiers 
in Marine Science．10:3389 査読あり，
https://doi.org/10.3389/fmars.2023.1113987

⑹ �伊藤是清，高巣幸二，小山田英弘，陶山裕樹，白川
敏夫，小山智幸：フライアッシュと人工骨材の混合
率を変化させたコンクリートの諸特性に関する研究　
その5　耐硫酸性，日本建築学会大会（近畿），
pp．133－134，2023年9月

⑺ �倪楚淇，小山智幸，伊藤是清，山本大介，湯浅昇，
濱幸雄，阿武稔也：九州におけるコンクリート構造
物の凍害に関する研究　暴露実験の概要と途中
経過，日本建築学会大会（近畿），pp．355－356，
2023年9月

⑻ �王寒冰，小山智幸，伊藤是清，湯浅昇：フライアッ
シュ外割コンクリートの各種環境下における耐久
性に関する研究　その4　弱酸性の硫酸環境にお
ける長期曝露実験4，日本建築学会大会（近畿），
pp．355－356，2023年9月

⑼ �徐元遇，小山智幸，白川敏夫，湯浅昇，伊藤是清，
前田禎夫：暑中コンクリートの細孔構造が硬化体
性状に及ぼす影響，日本建築学会大会（近畿），
pp．487－488，2023年9月

⑽ �伊藤是清，小山智幸：無機副産粉体のスラリー化
によるコンクリートの流動性向上効果に関する研
究　その2　遠心分離によるスラリーからの脱水
性状2，日本建築学会研究報告 九州支部 第61号，
2024年3月2日

⑾ �脇田和美：海洋空間管理計画とは何か―海域管理
に関する類似概念との比較を通して―．日本海洋政
策学会誌13：pp．83-100．2023年

⑿ �脇田和美・杉野弘明・鈴木崇史・森本昭彦，沿岸住
民が描く瀬戸内海の望ましい姿～目指すべき「豊か
な海」の具体化に向けて～．沿岸域学会誌，35⑷，
55-67．2023
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3．外部資金

3-1．科研費（6件）・共同研究費（3件）・受託研究（2件）

　2023年度，外部資金による沖縄地域研究センター
の研究は，科研費6件，共同研究費3件，受託研究費2
件であった．

3-1-1．科研費

⑴ �基盤研究（C），代表，沿岸資源の持続的な利用を
可能にする社会システムの解明，2022年度～2024
年度，4,290,000円（2022年度は1,430,000円）

⑵ �基盤研究（C），代表，新型コロナ感染症がカンボ
ジア沿岸の小規模漁業と貧困層の生活に与えた影
響調査，2022-2025年，全体4,812千円，

⑶ �基盤研究（C），代表研究者：村上智一，海洋観測
に基づく温暖化時の強大台風による漂流物被害予
測，2022-04-01 – 2025-03-31，4,160千円 (直接経
費：3,200千円，間接経費：960千円)

⑷ �基盤研究（C），分担者：村上智一，崎山湾・網取湾
自然環境保全地域のサンゴの白化の回復過程と物
理環境との関係，2023-04-01 – 2026-03-31，4,550
千円 (直接経費：3,500千円，間接経費:1,050千円)

⑸ �基盤研究（C），代表研究者：中村雅子，環境勾配
の大きい西表島網取湾における大規模白化した
サンゴ群集の回復過程の解明，令和5年度〜令和
7年度，1,820,000円（令和5年度分，うち間接経費
420,000円）

⑹ �特別学術研究費，代表研究者：中村雅子，サンゴの
保全に関する研究（委託者：ハリウッド株式会社），
令和5年度，350,000円（うち間接経費45,652円）

3-1-2．共同研究費等

⑴ �亜熱帯海洋環境下における各種土木材料の耐久
性に関する研究，一般社団法人日本建設機械施工
協会施工技術総合研究所，2023年4月1日～2024
年3月31日，330千円

⑵ �西表島網取湾における海洋観測に関する研究，国
立研究開発法人防災科学技術研究所，2022年4月
1日～2024年3月31日

⑶ �西表島網取湾における気象観測に関する研究，国
立研究開発法人防災科学技術研究所，2021年6月1
日～2024年3月31日

3-1-3．受託研究費

⑴ �㈱ドリームプラザ，コーヒー豆かすを活用した水質浄
化実験とその活用方法，2023~24年度，1000千円

⑵ �豊後高田市，自然公園内における景観活用・配慮
型宿泊施設の研究，2023年度，1500千円

4．受賞等（1件）

⑴ �脇田和美，2023年度日本沿岸域学会論文賞．論文
題目「沿岸住民が描く瀬戸内海の望ましい姿～目
指すべき「豊かな海」の具体化に向けて～」．日本
沿岸域学会，2023年7月．

5．学会発表等（8報）

⑴ �斉藤雅樹，コロナ禍における温泉利用および移動
に関する考察，斉藤雅樹，日本温泉科学会第76回
大会，周南市，2023年9月5日（口頭発表）

⑵ �畑中恭志郎，高無健人，中村雅子，廣瀬慎美子，西
表島網取湾における2022年の高水温がミドリイシ
サンゴの繁殖力に与える影響，日本サンゴ礁学会
第26回大会，仙台（東北大学大学院理学研究科）
2023年11月24日−25日（口頭発表）

⑶ �長嶺輝生，是枝尚樹，豊永聖，中村雅子，朝倉一
哉，2023年夏季の静岡県内浦湾におけるミドリイ
シ属5種の白化の現状，日本サンゴ礁学会第26回
大会，仙台（東北大学大学院理学研究科）2023年
11月24日−25日（口頭発表）

⑷ �菊池優樹，田口友喜，村上智一，伊藤芳英，廣瀬慎
美子，中村雅子，2022年夏季の大規模白化が西表
島網取湾のサンゴ群集へ与えた影響，日本サンゴ
礁学会第26回大会，仙台（東北大学大学院理学研
究科）2023年11月24日−25日（ポスター発表）

⑸ �廣瀬慎美子，笹野智生，福井綾乃，内海さくら，萩
原真優，中村雅子，沖縄県西表島の礁池と港湾に
おける浮遊マイクロプラスチック，日本サンゴ礁学
会第26回大会，仙台（東北大学大学院理学研究
科）2023年11月24日−25日（口頭発表）

⑹ �土井航（鹿児島大）・野原健司（東海大）・井上太
之・河野裕美（IER），ショキタテナガエビの遺伝的
集団構造と多様性，日本甲殻類学会年会　東京海
洋大学　2023年10月14日（ポスター発表）

⑺ �小林 雄生，村上 智一，下川 信也，伊藤 芳英，杉
原 薫，西表島網取湾の造礁サンゴ群集の垂直分
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布，日本サンゴ礁学会第26回大会，仙台（東北大
学大学院理学研究科）2023年11月24日−25日（ポ
スター発表）

⑻ �下川信也，村上智一，2022年夏季の大規模白化が
西表島網取湾のサンゴ群集へ与えた影響，日本地
球惑星科学連合2023年大会，千葉（幕張メッセ）
2023年5月21日−5月26日（ポスター発表）

⑼ �Kazumi Wakita，Transition of social perception 
on shellfish toxin and poisoning：Through a text 
analysis of newspapers in Japan．International 
Conference on Harmful Algae 2023，International 
Society for Science on Harmful Algae，November 
10，2023．Hiroshima，Japan．

⑽ �Kazumi Wak ita，Cha l lenges to susta in 
t rad it iona l  recreat iona l  c l am p ick i ng 
“SHIOHIGARI” in Japan：Transition of social-
ecological systems over 100 years．Coast Caen 
2023，October 26，2023．Caen，France．

⑾ �脇田和美，見えない海を見える化する海洋データ： 
海洋空間計画・総合的沿岸域管理における合意形
成の必須アイテム．第30回海洋工学シンポジウム，
2023年9月8日，東京．

⑿ �脇田和美，丸山真史，福代康夫，大阪府のアサリ
漁業と潮干狩り場運営．2023年度あさり勉強会，
2023年12月21日，東京．

6．招待講演等（6報）

⑴ �斉藤雅樹，別府八湯 その素晴らしき湯と取組み， 
日本温泉気候物理医学会温泉療法医会総会講
演，別府市，2023年5月13日（口頭発表）

⑵ �中村雅子，東海大学同窓会静岡中部支部での研修
会講師，日本沿岸域での造礁サンゴの研究～西表
島から沼津市まで～，静岡県，令和5年5月20日（口
頭発表）

⑶ �Kazumi Wakita：Marine Spatial Planning in 
Japan．1st WESTPAC Marine Spatial Planning 
Expert Workshop，November 14，2023．
Qingdao，China．

⑷ �Kazumi Wakita：Working on Ocean Policy 
Science in Japan: Through lenses of community 
and gender．Research Appreciation Month at 
OIST，October 10，2023．Okinawa，Japan．

⑸ �Kazumi Wakita：What motivates people to 
contribute to marine conservation: Unconscious 
values of fisheries．Beyond Growth: Fishing for the 
Future．OECD，June 14，2023．Edinburgh，UK．

⑹ �脇田和美：海洋開発と海洋空間計画．日本船舶海
洋工学会東部支部ワークショップ「洋上風力発電
等の新しい海洋開発における法制度及び政策的論
点」，2023年12月13日，オンライン．

7．研究会・シンポジウム・セミナー等

⑴ �東海大学沖縄地域研究センター

〔ワークショップ〕

テ ー マ：海洋環境調査ワークショップ～八重山の海を守る～
日 時：2023年10月1日㈰　13:30-15:30
実施形式：対面，オンライン
場 所：石垣市役所 1階 コミュニティールーム
内 容：

〔プログラム・発表〕
①�東海大学 人文学部 教授・沖縄地域研究セン
ター所長　斉藤雅樹
「沖縄における地域研究・沖縄地域研究センター
活動紹介」

②�上智大学 総合グローバル学部 教授　都留康子
「海洋保護区に関する国際動向」
③明治学院大学 法学部 准教授　鶴田順
「国際海洋法の視点から」
④東海大学 海洋学部 教授　山田吉彦
「石垣市の国境離島の現状と未来」

2023年10月1日㈰ 石垣市役所 コミュニティールームにて

　2023年10月1日，石垣市役所のコミュニティー
ルームにおいて沖縄地域研究センター主催「海洋
環境調査ワークショップ　～八重山の海を守る
～」を石垣市との共催で開催した．事前に石垣市の
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公式LINEと地元紙を通じて呼び掛けたところ，関
心を持つ多くの市民の参加をいただいた．
　東海大学は，西表島に沖縄地域研究センターを
有することから石垣市と包括連携協定を結び多岐
に渡る研究協力に取り組んでいる．この度の「海洋
環境調査ワークショップ」では，国境離島を抱える
八重山の海洋環境問題について国内の研究者を招
き「海洋安全保障」，「海洋環境保全」に着目した
発表をいただいた．最後に，石垣市を中心とした八
重山海域における海洋環境の保全に関する提言
を着地点とした．
　はじめに，東海大学人文学部教授・沖縄地域研
究センターの斉藤雅樹所長から，沖縄地域研究
センターについて地元の皆さんに周知を図るため
施設および研究活動の紹介を行った．他大学から
は，上智大学総合グローバル学部で国際政治を専
門とされる都留康子教授が海洋保護区に関する国
際動向について発表され，続いて，明治学院大学
法学部の鶴田順准教授が，国際海洋法の視点か
ら八重山海域で起きている事象について解説をさ
れた．最後に，本学海洋学部の山田吉彦教授が登
壇し，石垣市の国境離島の現状と未来について，
石垣市から依頼を受けて実施してきた尖閣諸島の
海洋調査の成果を基に「再び尖閣の島々に人が
住める環境を整える」「黒潮の源流の環境を守る」
「漁業者が安心して漁業資源を獲得できる状況を
つくる」そして「八重山の人たちの生活が安定する，
安心で安全な環境をつくる」などの課題を取り上げ
「尖閣諸島をしっかりと守っていく」ためにも「環
境」をキーワードとした「海洋保護区構想」の重要
性を提言した．
　ワークショップを聴講された市民からは「海洋環
境調査の目的と研究成果の情報発信を積極的に
行ってほしい」「八重山の海の汚れが目に付くよう
になり，環境保護の観点から環境を守る規制の必
要性を感じるようになった」など，海洋の「環境」を
キーワードとした要望や意見を交わす様子から関
心の高まりが見られた．

⑵ �中村雅子，サンゴ体験学習会や講演など:
①�奈良学園SS国内研修「北限サンゴの産卵研修」
（2023年8月28日～30日）における講義・実習指導
②�玉川学園の自然保護教育の一環として実習された
学習会における講義・実習指導（2023年9月23日）

③�都立大島海洋国際高等学校を対象としたオンラ
イン模擬授業「日本沿岸域での造礁サンゴの研
究～西表島から沼津市まで～」（2023年7月14日
実施）

④�ハリウッド株式会社における社員への講演「東
海大学海洋学部中村研究室におけるサンゴ研究」
（2023年10月27日）

8．�研究所の活性化に尽力した点や新聞やマス
コミなどで社会へのアピールがなされた事項

⑴ �「海洋の多目的利用に関する調査研究」のプロ
ジェクトリーダー山田吉彦教授は，海洋コメンテー
ターの代表的存在として，新聞，雑誌，テレビ，
YouTube等多数で取り上げられ，東海大学の海洋
分野における研究の水準の高さを示した．

⑵ �斉藤雅樹，FMしみず「日曜ネイチャーランド」，
沖縄の魚・水質浄化水槽等の展示（Umitomo 
Scope）の紹介，2024年2月4日

⑶ �中村雅子，ハリウッド株式会社：WEB記事　
https://hollywood-jp.com/topic/7089

⑷ �中村雅子，NHKのWEB記事：【海の異変】
2023年夏初めての伊豆のサンゴが白化！静岡沼
津　https://www.nhk.or.jp/shizuoka/lreport/
article/005/26/

⑸ �中村雅子，NHK静岡「たっぷり静岡」：【海の異
変】2023年夏初めての伊豆のサンゴが白化！静岡
沼津，2023年12月14日，放送

9．学会役員・委員会委員等

⑴ �山田吉彦，日本沿岸域学会，理事
⑵ �山田吉彦，日本海洋政策学会広報委員
⑶ �斉藤雅樹，日本温泉地域学会，常務理事，2023年度
⑷ �斉藤雅樹，日本温泉科学会，評議員，2023年度
⑸ �斉藤雅樹，環境省温泉法の運用に関するデジタル
技術活用方策検討会，座長，2023年度

⑹ �中村雅子，日本水産学会，漁業懇話会，委員，令和
4年度－令和5年度

⑺ �野原健司，オンラインジャーナル「水生動物」編集
委員

⑻ �廣瀬慎美子，日本サンゴ礁学会，教育・研究普及委
員，委員，2023年4月より
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10．書籍

１）脇田和美（分担執筆）：海の恵みと持続可能な社
会：海を意識した地域づくりの可能性と課題．月刊地
理68-7：41-47，古今書院．2023年

沖縄地域研究センターの利用

2023年度，沖縄地域研究センターを利用して実施され
た研究活動は，学内研究活動は14件，学外研究活動
は4件である．一方，本学のフィールド実習は3件行わ
れた．この結果，沖縄地域研究センターの利用延人数
は，学内540名，学外117名，合計657名であった．

11．施設等を利用した研究活動

11-1．学内研究活動（14件）

⑴ �研究課題：西表島網取湾のサンゴ群集の大規模白
化の影響評価に関する研究
研究者・所属：中村雅子　海洋学部水産学科　准
教授　他4名（防災科研研究員1名，大学院生1名，
卒研生2名）
研究目的：海域で国内唯一の自然環境保全地域
に指定されている，西表島の北西部に位置する崎
山・網取湾は，居住者がおらず，そこに至る陸路が
ないため，直接的な人間活動の影響が小さく，多
種多様なサンゴを基盤としたサンゴ礁生態系が広
がっている（横地ら2019）．これらの海域では，サン
ゴが2016年に引き続き，2022年の夏季にも異常高
水温の影響を強く受けた．2022年の定性的な観察
では，多くのサンゴが白化し，斃死も多くみられた．
そのため，私たちの研究グループでは，網取湾のサ
ンゴ群集の現状を明らかにし，2016年と2022年の
夏の異常高水温のサンゴ群集への影響を比較する
ための調査研究を実施する．

⑵ �研究課題：2022年夏季の大規模白化がサンゴ群集
に及ぼした影響の評価に関する研究
研究者・所属：中村雅子　海洋学部水産学科　准
教授　他4名（防災科研研究員1名，大学院生1名，
卒研生2名）
研究目的：国内最大規模のサンゴ礁海域を有する
西表島周辺海域において，2016年夏季の異常高水
温の影響で多くのサンゴが白化・斃死したが，約4
年の歳月をかけて大規模白化以前程度まで回復し
たことが報告された（朝日ら2020）．しかし，2022

年に異常高水温が原因とされるサンゴの大規模白
化が再度確認され，白化規模は2016年と同程度で
あると報告された（村上ら2023）．そのため，再度
発生した2022年大規模白化がサンゴ群集に及ぼ
した影響を明らかにすることを目的とし，西表島沿
岸の2地点（網取湾，中野海岸）で調査を行う．網
取湾は島北西部に位置し幅2km奥行4kmほどだが
湾内の環境勾配が大きいという特徴を持ち，中野
海岸は島北部に位置し外海に面した開放性の高い
地点であるという特徴がある．この地形的特色の
異なる2地点で比較することで，地域的な影響評価
も可能となると考えられる．この研究では，各地点
における被度や白化率，サンゴ礁の回復源となる
稚サンゴ数などのデータを使用するため，各地点に
定点調査区を設置し永久コドラート法と水中Sfm法
で調査を行う．被度や白化率に関しては，調査区を
写真撮影し，写真データを解析することでサンゴ
群集の同定またはサイズ組成を明らかにする．

⑶ �研究課題：西表島沿岸域のサンゴ群集への大規模
白化の影響評価に関する研究
研究者・所属：中村雅子　海洋学部水産学科　准
教授　他4名（防災科研研究員1名，大学院生1名，
卒研生2名）
研究目的：沖縄県八重山地域の海域では，2016年
に引き続き，2022年の夏季に異常高水温の影響を
強く受け，多くのサンゴが白化し，斃死も多くみられ
た．そのため，私たちの研究グループでは，八重山
地域に位置する西表島沿岸に生息するサンゴ群集
の現状を明らかにし，2016年と2022年の夏の異常
高水温のサンゴ群集への影響を比較するための調
査研究を実施する．調査地は，海域で国内唯一の
自然環境保全地域に指定されている，西表島の北
西部に位置する網取湾と，島北東部に位置する中
野海岸とする．網取湾は，沿岸に居住者がおらず，
そこに至る経路がないため，直接的な人間の影響
が小さく，多種多様なサンゴを基盤としたサンゴ礁
生態系が広がっている（横地ら2019）．一方，中野
海岸は外洋に面してサンゴ礁が形成されており，浜
から数百メートル離れた礁縁には明確な縁脚－縁
溝系地形がみられ，地元や観光客のスノーケルサ
イトとして親しまれている場所である．両調査地は
波あたりなどの物理条件が異なり，2022年夏季の
白化の影響が異なると考えられる場所である．
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⑷ �研究課題：空中写真測量による西表島の地表地
質・サンゴ礁・海食崖調査
研究者・所属：馬塲久紀　海洋学部海洋理工学科　
准教授　他6名（大学院生1名，共同研究者2名，
卒研生3名）
研究目的：干立・星砂海岸における地質・サンゴ
礁・化石調査，及び，網取地区における空中写真
撮影による海岸崖の調査
1)浦内施設周辺域　星砂海岸における生痕化石
調査および波状岩調査
2)干立海岸周辺域　干立海岸北西先端域の漣痕
（リップルマーク）調査

⑸ �研究課題：西表島網取湾のサンゴ群集への大規模
白化の影響評価に関する研究
研究者・所属：廣瀬慎美子　海洋学部海洋生物学
科　准教授　他2名(大学院生1名，卒研生1名)
研究目的：西表島網取地区は環境省の自然環境保
全地域に指定されており，人為的影響の少ない良
好なサンゴ礁である．2022年夏に西表島を含む八
重山地区では海水温の上昇による大規模な白化現
象が見られ，11月の現地調査では網取地区の主要
な構成種であるミドリイシ類の70％近くで斃死あ
るいは酷い白化状態がみられた．サンゴ群集の維
持には有性生殖による新規加入が必要であるが，
大規模な白化現象が起こると数年後まで生殖巣
の発達に影響があるといわれている．産卵直前の
サンゴの枝を採取・解剖し，サンゴが保有する生殖
巣（卵巣，および精巣）の個数や体積などを白化前
の2022年と比較し，大規模白化の影響を明らかに
することを目的とする．また，分子生物学的手法を
用いたサンゴ分布モニタリング研究のための予備
調査を行う．

⑹ �研究課題：分子学的手法を用いた西表島網取湾に
おけるサンゴ分布モニタリング，及び，サンゴ礁域の
環境調査
研究者・所属：廣瀬慎美子　海洋生物学科　准教
授　他1名（大学院生1名）
研究目的：西表島網取地区は環境省の自然環境保
全地域に指定されており，人為的影響の少ない良
好なサンゴ礁域である．サンゴ礁の保全と再生の
基礎となる分子生物学的手法を用いたサンゴ分布
モニタリング研究（環境DNA調査）のための海水
採取を行う．

　西表島の海岸には多量のプラスチックごみが漂
着し，これまで多くの調査が行われてきている．一
方，網取施設近辺は現在人が住んでいないことか
ら沿岸域の清掃等がほとんどされておらず，「自然
な」海洋ごみ汚染地区と考えられる．しかし，2023
年6月に網取施設付近の漂着ゴミの一斉清掃が行
われた．清掃約2ヶ月後の同地で調査を行い，網取
地区の「自然な」海洋ごみ汚染海岸と比較し，短
期間にどれほどの海洋ごみが漂着するのか推定を
行う．またマングローブ生態系の海洋ごみに関する
研究は低質に蓄積するマイクロプラスチックに関す
るものが多く，潮汐とマングローブ林内の表層のマ
イクロプラスチックの挙動に関する報告はほとんど
ない．浦内施設は浦内川河口域に隣接しておりアク
セスが容易なことから，林内浅海域におけるマング
ローブ支柱根がマイクロプラスチックの移動に及ぼ
す影響について予備調査を行う．

⑺ �研究課題：八重山地方の湿地環境における生物の
現状と保全に関する研究 
研究者・所属：北野　忠　教養学部人間環境学科　
教授　他2名(卒研生2名)
研究目的：西表島に生息する水生昆虫の生息状況
調査を目的とする

⑻ �研究課題：地球情報調査（太陽放射観測）
研究者・所属：竹下秀　建築都市学部建築学科　
准教授
研究目的：地球環境，特に太陽放射環境の長期的
な変動傾向の観測・評価，太陽紫外線被曝量およ
びその防御に関する研究を沖縄地域研究センター
の浦内施設をはじめ，国内3地点で行っている．沖
縄地域研究センターにおける研究は1998年から実
施しており現在に至る．
　大規模な成層圏オゾン層破壊に伴う地上に到達
する波長280 nmから315 nmの太陽UV-B放射増
加が1980年代後半から懸念されている．波長280 
nmから315nmには生物の遺伝情報を司るDNAの
吸収帯がある．このため成層圏オゾン層の破壊は
地球上に生存する全生物にとって悪い影響を与え
ることを意味する．東海大学開発技術研究所（現
総合科学技術研究所）では太陽UV-B紫外線を観
測するための計測器を独自開発し，1990年10月か
ら東海大学湘南校舎において太陽放射の連続観
測を開始した．
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　成層圏オゾン破壊問題に伴う太陽放射環境は成
層圏オゾンが破壊以前の状態に戻ると予測されて
いる2050年頃まで計測と評価が必要な長期的な
環境問題であり，地域差があるため様々な地域に
展開して長期的に計測・解析することに意義があ
る．この目的達成のために東海大学総合科学技術
研究所の地球情報調査プロジェクトとして，東海大
学の全国ネットワークを活用して実施された．1996
年6月に東海大学宇宙情報センター（熊本県，北緯
32度50分，東経130度52分）において，1998年7月
には沖縄地域研究センター網取施設（沖縄県西表
島，北緯24度20分，東経123度41分）において観測
を開始した．沖縄地域研究センターでの観測は，
2001年10月の沖縄地域研究センター浦内施設（沖
縄県西表島，北緯24度25分，東経123度47分）開設
にあわせて，2002年3月に観測システムを浦内施設
に移設し，現在に至っている．2000年9月には，通
信総合研究所（現国立研究開発法人情報通信研
究機構）稚内超高層大気観測施設（北海道，北緯
45度21分，東経141度49分）にも観測システムを設
置し，日本列島を東西南北にカバーする観測体制を
構築した（稚内での観測は2018年9月に終了）．
　沖縄地域研究センターでの観測・評価は，ほかの
3地点での観測と異なり，成層圏オゾンの供給地点
であるという点で重要である．すなわち，沖縄地域
での太陽放射環境の変化は高緯度地方の太陽放
射環境に影響を与える可能性がある．このため，沖
縄地域研究センターでの観測を重要視している．

⑼ 研究課題：衛星雲判別検証
研究者・所属：中島孝　情報技術センター・情報
理工学部情報科学科　教授　他2名(大学院生1
名，共同研究者1名)
研究目的：衛星雲判別検証，地球情報の地域比
較，多地点観測網の強化

⑽ �研究課題：離島における障害児・者の運動・スポー
ツ・レクリエーション活動支援をどう地域展開する
か　～西表島の現地調査から～
研究者・所属：田巻以津香，吉岡尚美，内田匡輔　
体育学部生涯スポーツ学科　教授3名
研究目的：近年，障害児・者の運動・スポーツ・レクリ
エーション活動享受機会の平等が指摘され，数々の
調査や実践が報告されているが，その多くが都市部
での実施である．400を超える友人島を有する我が

国において離島における運動・スポーツ活動参加機
会の確保は喫緊の課題と言える．西表島の東海大
学沖縄地域研究センターは地域に密着した施設で
あり，研究・教育活動の拠点となっている．この特性
を生かし，西表島を事例に離島における障害児・者
に対する運動・スポーツ・レクリエーション活動支援
の提案に向けて，先ずは実態調査を実施し，現状と
課題を把握することが本研究の目的である．

⑾ �島嶼環境を活かした教育コンテンツ構築，離島に
おける巡回展実施方法や枠組みの構築
研究者・所属：渡辺友美　海洋学部水産学科　講師
研究目的：沖縄地域研究センターを拠点に島嶼環
境を活かした博物館学実習の構築と，離島におけ
る教育振興に関する研究活動の調査．

⑿ �研究課題：プレキャストコンクリートの塩害耐久性
に関する研究（共同研究）
研究者・所属：伊達重之　建築都市学部土木工学
科　教授
共同研究者：福室順也　鶴見コンクリート株式会社
研究目的：各種コンクリートの耐塩害（遮塩性）に
及ぼす材料・配合等の影響の定量化

⒀ �研究課題：鉄筋及びコンクリート複合材の塩害耐久
性に関する研究（共同研究）
研究者・所属：伊達重之　建築都市学部土木工学
科　教授　他7名
共同研究者：山内匡　日本国土開発株式会社
研究目的：NLDH配合エポキシの塩化物イオン固
定化と硝酸イオン拡散の定量化

⒁ �研究課題：ウレタン及びポリウレア樹脂の塩害耐久
性に関する研究（共同研究）
研究者・所属：伊達重之　建築都市学部土木工学
科　教授
共同研究者：堀江一志　株式会社ダイフレックス
研究目的：各種樹脂系保護膜の対候性と防食性に
関する長期耐久性評価

11-2．学外研究活動（4件）

⑴ �研究課題：亜熱帯海洋環境下における各種土木材
料の耐久性に関する研究（共同研究）
所属・研究者：小野秀一　一般社団法人　施行技
術総合研究所
共同研究者：山田吉彦（沖縄地域研究センター・海
洋学部），渡邉晋也（施行技術総合研究所）
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研究目的：2016年7月に設置した試験体の状況調
査および修繕作業の実施．
　本共同研究は，東海大学沖縄地域研究センター
網取施設の敷地内に土木材料（例えば，コンクリー
ト，鋼板，塗料など）について，長期間の暴露試験
を実施するものである．東海大学沖縄地域研究セ
ンターは，日本でも特異な環境下にある．特に海洋
からの飛来塩分，高温多湿などの環境は，鋼材な
どを腐食させる要因となる．また，日射量も多いこ
とから，紫外線劣化などの問題も考えられる．これ
らの要因は，材料の劣化を促進することから， 自
然環境下での促進試験になると考えられる． そこ
で，本共同研究では，施工技術総合研究所が所有
する促進試験機を用いた促進試験結果と東海大
学沖縄地域研究センターで実施する暴露試験の結
果を検討し，促進結果と実環 境の違いについて検
討を行うことを目的として実施するものである．

⑵ �研究課題：西表島網取湾における気象観測に関す
る研究（共同研究）
所属・研究者：国立研究開発法人　防災科学技術
研究所　下川信也
共同研究者：山田吉彦（沖縄地域研究センター・海
洋学部），村上智一（防災科学技術研究所），伊藤
芳英（沖縄地域研究センター）
研究目的：地球温暖化等の気候変動により台風
活動の変化，特にその強大化が懸念されている．
IPCCでは，地球温暖化に伴い，台風の数は減る
が，個々の台風は強大化し，その被害が増大する可
能性を指摘している．また，国際連合の持続可能
な開発目標SDGsでは，その対策が，目標のひとつ
としてあげられており（目標 13:気候変動の具体的
な対策），全世界的な取り組みが強く求められてい
る．しかし，台風時の気象観測は困難を伴うため，
台風そのものの実態が十分に解明されているとは
言い難い．そこで，本共同研究では，台風の常襲地
帯である西表島網取湾において，定常的に，気象
観測を実施することにより，台風時を含めた詳細な
気象データを取得し，台風時の気象状態の実態解
明に資することを目的として，研究を実施する．

⑶ �研究課題：西表島網取湾における海洋観測に関す
る研究（共同研究）
所属・研究者：国立研究開発法人　防災科学技術
研究所　下川信也

共同研究者：山田吉彦（沖縄地域研究センター・海
洋学部），村上智一（防災科学技術研究所），伊藤
芳英（沖縄地域研究センター）
研究目的：地球温暖化等の気候変動により台風
活動の変化，特にその強大化が懸念されている．
IPCCでは，地球温暖化に伴い，台風の数は減る
が，個々の台風は強大化し，その被害が増大する可
能性を指摘している．また，国際連合の持続可能
な開発目標SDGsでは，その対策が，目標のひとつ
として掲げられており（目標13：気候変動の具体的
な対策），全世界的な取り組みが強く求められてい
る．しかし，台風時の海洋観測は困難を伴うため，
台風下の海水流動や水質などの実態が十分に解明
されているとは言い難い．
　そこで，本共同研究では，台風の常襲地帯である西
表島網取湾において，定常的に，海洋観測を実施する
ことにより，台風時を含めた詳細な海水流動や水温な
どの水質のデータを取得し，台風時の海水流動の実
態解明に資することを目的として，研究を実施する．

⑷ �研究課題：種同定に基づく2022年西表島網取湾の
礁斜面40mまでのサンゴ被度および白化評価（共
同研究）
所属・研究者：村上智一　国立研究開発法人　防
災科学技術研究所
共同研究者：小林雄生（筑波大学大学院），伊藤
芳英（沖縄地域研究センター），下川信也（防災科
学技術研究所），杉原薫（筑波大学），山田吉彦
（沖縄地域研究センター・海洋学部）
研究目的：本研究では，環境省が指定する自然環
境保全地域でありサンゴの白化が懸念された2022
年に西表島網取湾において，コドラート法を用いて
礁斜面40mまでの種同定に基づき被度・白化を評
価する．併せて，その物理的背景となる水温観測
も実施する．これらから得られたデータを用いて，
同地域で過去に発生した白化現象と比較検討し，
2022年の白化の規模などを明らかにする．次いで，
上述の困難さからこれまで不明であった水深40 m
までの種の被度および白化の状況を示し，これに
ついて考察する．また，比較のために，従来行われ
てきた形状別および属レベルでの分類による評価
も行い，これらの分類の問題点を指摘する．
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12．�施設を利用した研修・実習・講座・その他（3件）

⑴ �2023年9月12日㈫から13日㈬まで　東海大学農学
部農学科
研修名：総合農学実習
代表者：川邊隆大　農学部 農学科
引率・指導教員：多賀直彦 農学部 食生命科学科
引率・指導教員：古川千夏 PCO健康推進担当
引率：長野克也 元農学部教授
引率：河津花絵 農学部卒業生
人数：学生10名，教職員5名 計15名

⑵ �2023年10月28日㈯から30日㈪まで 東海大学生物
学部 海洋生物科学科
研修名：亜熱帯海洋フィールド実習
代表者：南 秀樹 生物学部 海洋生物科学科 教授
引率・指導教員：大塚英二 生物学部 海洋生物科
学科 非常勤講師
引率・教育支援：三浦 博 UKCO技術・教育支援
人数：学生24名，教職員3名

⑶ �2023年12月 4 日㈪　東海大学付属甲府高等学校
研修名：2023年度バランスコース研修旅行
研修目的：
① �探究学習を中心に，実りある体験と思い出に残
る研修にする．

② �西表島・石垣島での平和・歴史・文化・世界遺産
等に触れ，見聞を広める．

③ �生涯の心に残る良き思い出をつくり，高校生活
を豊かなものにする．
代表者：八巻英世
人　数：生徒40名　教職員3名

13．�沖縄地域研究センターの教育支援活動（2件）

⑴ �静岡市教育委員会主催「しずおか教師塾　有識者
から学ぶ」オンライン講座
日程：2023年5月13日㈯
場所：オンライン
講師：伊藤芳英　ORRC研究員
内容：講師講話:「八重山を語る」
主催：静岡市教育委員会事務局 教育局 教職員課

⑵ �竹富町立白浜小学校「キャリア教育講話・特設授
業理科実験」
日程：2023年12月8日㈮
場所：白浜小学校理科室

講師：伊藤芳英　ORRC研究員
内容：博物館学芸員の仕事，理科の海洋環境学習
に関連した実験
対象：3～6年生の児童7名，教職員5名

14．施設の利用者延人数

学内 学外 合計

4月 68 7 75

5月 66 10 76

6月 79 17 96

7月 34 6 40

8月 23 13 36

9月 58 11 69

10月 115 19 134

11月 5 7 12

12月 54 0 54

1月 0 7 7

2月 12 0 12

3月 26 20 46

合計 540 117 657

表1．2023年度 各月の延利用者数
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図1．2023年度各月の延利用者数推移
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沖縄地域研究センターの組織〔2023年度〕

任期： 2023年4月1日～2024年3月31日

研究所員　14名

斉藤雅樹 兼任 教授 沖縄地域研究センター所長・人文学部 人文学科

内田晴久 兼任 教授 静岡キャンパス長・教養学部 人間環境学科

山田吉彦 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

川崎一平 兼任 教授 人文学部長・人文学部 人文学科

中村雅子 兼任 准教授 海洋学部 水産学科

渡辺友美 兼任 特任講師 海洋学部 水産学科

武藤文人 兼任 教授 海洋学部 水産学科

脇田和美 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

馬塲久紀 兼任 准教授 海洋学部 海洋理工学科

仁木将人 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

竹内真一 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

廣瀬慎美子 兼任 准教授 海洋学部 海洋生物学科

野原健司 兼任 准教授 海洋学部 海洋生物学科

伊藤芳英 専任 事務長/技師 沖縄地域研究センター

研究員　19名

斉藤雅樹 兼任 教授 沖縄地域研究センター所長・人文学部 人文学科

内田晴久 兼任 教授 静岡キャンパス長・教養学部 人間環境学科

山田吉彦 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

川崎一平 兼任 教授 人文学部長・人文学部 人文学科

中村雅子 兼任 准教授 海洋学部 水産学科

渡辺友美 兼任 特任講師 海洋学部 水産学科

武藤文人 兼任 教授 海洋学部 水産学科

脇田和美 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

馬塲久紀 兼任 准教授 海洋学部 海洋理工学科

仁木将人 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

竹内真一 兼任 教授 海洋学部 海洋理工学科

廣瀬慎美子 兼任 准教授 海洋学部 海洋生物学科

野原健司 兼任 准教授 海洋学部 海洋生物学科

伊達重之 兼任 教授 建築都市学部 土木工学科

渡部　憲 兼任 教授 建築都市学部 建築学科

伊藤是清 兼任 教授 文理融合学部 人間情報工学科

渡邉晋也 一般社団法人 日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所　副主幹

村上智一 国立研究開発法人 防災科学技術研究所

伊藤芳英 専任 事務長/技師 沖縄地域研究センター
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